
別紙様式2-刊

障害福祉サービス等処遇改善計画書 (令和 2 年度 )

(福祉・介護職員処遇改善計画書、福祉・介護職員等特定処遇改善計画書、福祉・介護職員等処遇改善計画書)

1基本情報<共通>

【本計画書で提出する加算】 ※加算名をチェックすること。

日福祉・介護職員処遇改善加算(処遇改善加算) 日 福祉・介護職員等特定処遇改善加算(特定加算)

※ 福祉・介護職員処遇改善特別加算 (特別加算)を含む。

2賃金改善計画について<共通>
※本計画に記載された金額は見込額であり、提出後の運営状況(利用者数等)、 人員配置状況(職 員数等)その他の事由により変動があり得る

(1) た 力日 の

【霊入との注意】
・ 処遇改善加箪またlよ持現ll加黛のみの掛箇でムる通合Iま 以ヽ下の2(2)ヽ (3う てヽ4)a、 Sの寵登:な不墓である̂

また、処遇改善翔算(V)または特別加算のみの計画である場合は、上記に加え、3、 4も記載不要である。

・④ l)の「処遇改善加算の算定により賃金改善を行つた場合の軽祉・介駐職員の資金の総額(見込額)と には、処遇改善加算による賃金改善を
行つた場合の法定福剰費等の事業主負担の増加分を含めることができる。

・④盛Xイ)の「前年度の処遇改善加算の総額」及び(ウ )の「揃年度の特定加算のうち福祉・介護残員に支給された額」は、都道府桑国民健康保険
団体連合会から通知される「福祉,弁護現説員処遇改善加算等総額のお埃瞬らせ1に基づき霊載すること。(ただし、特定加年の額については、福祉・
イト離斃墨にす筆☆九.ナ…麺めみ夕静 卜士ス

「
力_〉

・④ 韓X工)の「前年度の各障害福祉サービス事業者等の独自の賃金改善額」rよ 、本計画書の提出年度における独自の賃金改善分(初めて処遇改|

警加算を取得した年度以降に新たに行つたものに限る。)をいう。(処遇改善加算及び特定加算並びに特別加算に係るものを除く。)本鶴に組載し|

た賃金改善について1ま 、「(4)ハ 障害福祉サービス事業者等の独自の賃金改善」欄に支絵姦、方法等の具体的な賃金改善の内容を記載するこ|

と。

出先 鹿児島市

フリカナ シヤカイ シン コウヨワカイ

社会福祉法人 向陽会法人名

法人所在地

〒 891-1206

鹿児島市皆与志町1779番地

フリカナ サヌ千 ケンキ

佐抜 玄基書類作成担当者

連絡先 電話番号 099-238-2755 FAX番→号 099-238-5134 E― mail lyifc― sou@crest ocn nejp

① 算定する擢遇改善加算の区分

② 処遇改善加算の算定対象月
※ 別紙様式2-2のとおり

③ 令奉震  2 年度処遇改善力露算の見込額 28,779,180   円

i〉 処遇改善加算の算定により賃金改善を行つた場合の福祉・介護職員の賃金の総額 (見込額)

(ア)蔑年度の福祉・介護職員の賃金の総額

(イ)前年度の処遇改善加算の総額

(ウ)前年度の蜂章雄重のうム振孝と・イト語踏曇に
=絵

共れ■箱
(前年度に特定加黛歩箪建していた場合のみう

(工)前年度の各障害福祉サービス事業者等の独自の賃金改善額

用
　
調

　

円

　

用

C

0 円

円

厠

④賃金改善の見込額(I一 韓) (右編の額懲⑥幅の観を上回ること)

令和    年   月 令和   年   月③賃金改善実施鶏聞



(2)福祉 カロ せ て

【記入上の注意】
・④ i)の「処遇改善加算の算定により賃金改善を行つた場合の賃金の総額(見込額)」 及び④ i)(ア )の「前年度の経験・技能のある障害福祉人

材(A)と他の障害福祉人材(B)の賃金の総額」について、処遇改善加算における賃金改善対象職種はこれまでと変更は無いが、特定加算との兼
ね合いにより使宜的に「経験・技能のある鳳堂害福祉人材(A)1と「仙の障害福莉「人材(B)1の管4同士で比釜するものとする。

・④ i)の「処遇改善加算の算定により賃金改善を行つた場合の賃金の総額(見込額)」 には、処遇改善加算による賃金改善を行つた場合の法定福
利費等の事業主負担の増加分を含めることができる。

・④ i)の「処遇改善加算の算定により賃金改善を行つた場合の賃金の総額(見込額)」 には、特定加算を取得し実施される賃金の改善見込み額は
含まないこと。

・④市)(イ)の「前年度の処遇改善加算の総額」及び(ウ )の「前年度の特定加算の総額」は、都道府県国民健康保険団体連合会から通知される「福
祉・介護職員処遇改善加算等総額のお知らせ」に基づき記載すること。ただし、特定加算の加算額については、その他の職種(c】こ支給された客目
を除くこと。

・④ ii X工 )の「前年度の各障害福祉サービス事業者等の独自の賃金改善額」は、本計画書の提出年度における独自の賃金改善分(初めて処遇改
善加算を取得した年度以降に新たに行つたものに限る。)をいう。(処遇改善加算及び特定加算並びに特別加算に係るものを除く。)本欄に記載し
た賃金改善については、「(4)ハ 障害福祉サービス事業者等の独自の賃金改善」襴に支給額、方法等の具体的な賃金改善の内容を記載するこ
と。

① 算定する処遇改善加算の区分

② 処遇改善加算の算定対象月
※ 男1紙様式2-2のとおり

③ 令和  2 年度処遇改善加算の見込額 28,779,180 円

i)処遇改善加算の算定により賃金改善を行つた場合の賃金の総額 (見込額)

(経験・技能のある障害福祉人材(A)と他の障害福祉人材(B)の 総額)

ii)前 年度の賃金の総額 (処遇改善加算等を取得し実施される賃金改善額及び独自の賃金改善額を
除く)【基準額 1】 (ア )―(イ )―(ウ )―(工)

(ア)前年度の経験・性能のある障害福祉人材(A)と仙の障害福祉人材(B)の 賃金の総額

(イ)前年度の処遇改善加算の総額

(ウ )前年度の特定加算の総額 (そ の他の職種(C)に支給された額存除く)

(工)前年度の各障害福祉サービス事業者等の独自の賃金改善額

円

円

円

円

円

④賃金改善の見込額(i封 i) (右欄の額は③欄の額を上回ること)

0

415,634,670

0

28,409,587

394,467,339

49,576,918   円

366,057,752   円

⑤ 賃金改善実施期間 令和  2 年 4 月 令和  3 年  3 月



3

① 算定する特定加算の区分

②処遇改善加算の取得状況

③特定加算の算定対象月

※①、③ 月1紙様式2-3のとおり、② 男1紙2-2のとおり

④ 令和  2 年度特定加算の見込額億) 17,457,408   円

i)特定加算の算定により賃金改善を行つた場合の賃金の総額 (見込額)

円

円

円

円

円

除く)【基準額2】 (ア )―(イ )― (ウ )― (工 )

0

687,482,375

0

28,409,587

641,858,418

⑤ 賃金改善の見込額(i― ii) (右欄の額は④幅の額を上回ること) 74,033,544   円

613,448,831   円

月額平均8万円の賃金改善となる者又は改善後の賃金が年額440万円となる者

(「 月額平均8万円の賃金改善又は改善後の賃金が年額440万 円以上となる者」を設定できない場合その理由)

とを引き上げることが困難であるため。

事業所内の階層や役職にある者に求められる能力や処遇を明確化
どに一定期間を要するため。

)

⑥ 平均賃金改善額

157,862,823 円

5640 人

470 人

279,899 円

247,391,079 円

257,699 円

( 17,457,600 円 ) (   17,457,600 円 )

11 158円 ) 5,(

51 円 7807 円,560(A)(B)(C)全て実施◎

( 17,458,320 円 ) (  3,734,400 円 )(  9,336,000 円 ) (   4,387,920 Fヨ  )

○ 上記以外の方法で実施

0円 ) 0円 ) ( 0円 )

236,604,516 円

600.0 人

500 人

394,341 円

ii)前年度の常勤換算職員数G)

市i)前年度の一月当たりの常勤換算職員数o

W)前年度のグループ毎の平均賃金額(月 額)【 基準額3】 (h)/1け

他の障害福祉人材(B) その他の職種(C)

9600

80.0

29,096 円O(A)のみ実施

円 円 円

0円 )

(見込 )

経験・機能のある
障害福祉人材(A)

V)グループ毎の平均賃金改善額
(月 額)(g)/t)/(k)

9,896 円

,344 円 )

O(A)及釈B)を実施

(   17,457,744

19,794 円

,876,400円  )
※予定している配分方法について選
択すること。(いずれか1つ )

※当該年度の特定加算の見込額と前
年度の一月当たりの常勤換算方法に
より算出した職員数から算出した一人
当たり配分額(月 額)。 (括弧内はグ
ループ毎に配分可能な加算総額(年

額))

3,890 円

⑦ 賃金改善実施期間(k) 令和  2 年  4 月 令和  3 年  3 月 ( 12か 月 )

【記入上の注意】

(2)⑤ i)の「特定加算の算定により賃金改善を行つた場合の賃金の総額(見込額)」 には、特定加算による賃金改善に伴う法定福利費等の事業・
主負担の増加分を含めることができる。

(2)⑤ i)の「特定加算の算定により賃金改善を行つた場合の賃金の総額(見込額)」 には、処遇改善加算を取得し実施される賃金改善額を除いた
・網券訂きいすること。
・ (2)⑤ ii)(イ )の「前年度の処遇改善加算の総額」及び(ウ )の「前年度の特定加算の総額」は、都道府県国民健康保険団体連合会から通知される
「福祉・介護職員処遇改善加算等総額のお知らせ」に基づき記載すること。

・ (2)⑤
")(工

)の「前年度の各障害福祉サービス事業者等の独自の賃金改善額」は、本計画書の提出年度における独自の賃金改善分(初めて処
遇改善加算を取得した年度以降に新たに行つたものに限る。)をいう。(処遇改善加算及び特定加算並びに特別加算に係るものを除く。)本欄に
記載した賃金改善については、「(4)ハ 障害福祉サービス事業者等の独自の賃金改善」欄に支給額、方法等の具体的な賃金改善の内容を記
載すること。

・ (2)⑥ i)の「前年度の賃金の総額(処遇改善加算等を取得し実施される賃金改善額及び独自の賃金改善額を除く)」 には、一括申請を行う場合
については、原則として、前年1月 から12月 までの賃金の総額を記載すること。ただし、「その他の職種(C)」 には、賃金改善前の賃金が既に年額
440万 円を上回る職員の賃金を含まないこと。

・ (2)⑥ iii)の「前年度の一月当たりの常勤換算職員数」には、一括申請を行う場合については、原則として、本計画書を提出する前月の常勤換算
方法により算出した職員数を記載すること。ただし、「その他の職種(C)」 については、実人数によることもできる。



賃金改善を行
う給与の種類

図 基本給  □ 手当(新設)  □ 手当(既存の増額) 日 賞与  □ その他

(当該事業所における賃金改善の内容の根拠となる規則・規程 )

□ 就業規則の見直し 図 賃金規程の見直し □ その他 (

(賃金改善に関する規定内容 )

紙①(給与規定)参照
な取組

内容

実施済平成   20 年  4 月 ( 予定  )

にど と

(上記取組の開始時期 )

※前年度に提出

(4)賃金改善を行う賃金項目及び方法

イ 福祉・介護職員処遇改善加算 ※前年度に提出した計画書の記載内容から変更がない場合は「変更なし」にチェック(ン )[コ 変更なし

口 福祉・介護職員等特定処遇改善加算 ※前年度に提出した計画書の記載内容から変更がない場合は「変更なしJにチェック(ン )[コ 変更なし

ハ 各障害福祉サービス事業者等による処遇改善加算、特定加算の配分を除く賃金改善

「(1)④ 前)(工 )」 、「(2)④ 市X工 )」 又は「(3)⑤ 前)(工 )」 の「前年度の各障害福祉サービス事業者等の独自の賃金改善額」に計上する場合は記載

経験・技能の

ある障害福祉
人材の考え方

※別紙②(福祉・介護職員等特定処遇改善加算について)参照

賃金改善を行
う職員の範囲

日 (A)経験・技能のある障害福祉人材

((A】 こチェック(|′ )がない場合その理由)

巨](B)他の障害福祉人材   匝](C)その他の職種

賃金改善を行
う給与の種類 □ 基本給  日 手当(新設)  □ 手当(既存の増額) □ 賞与 □ その他

具体的な取組
内容

(当該事業所において賃金改善内容の根拠となる規則・規程 )

□ 就業規則の見直し 回 賃金規程の見直し  回 その他 ( 通知文書

(賃金改善に関する規定内容 )

)

※別紙②(福祉・介護職員等特定処遇改善加算について)参照

※上記の根拠規程のうち、賃金改善に関する部分を記載すること。

資格・手当等に含めて賃金改善を行う場合は、その旨を記載すること。

※前年度に提出した計画書から変更がある場合には、変更箇所を下線とするなど明確にすること。

(上記取組の開始時期 )

独自の賃金改
善の具体的な
取組内容

独自の賃金改
善額の算定根
拠



3キャリアパス要件についてく処遇改善加算>
※前年度に提出した計画書の記載内容から変更がない場合は「変更なし」にチェック(ア )[コ 変更なし

次の要件について該当するものにチェック(7)し、必要事項を具体的に記載すること。

資格取得のための支援の実施 ※当該取組の内容について下記に記載すること

速やかに提出できるよう、適切に保管すること。

加算 I・ Iの場合は必ず「該当」日 該当  □ 〕仁該当

イ 福祉・介護職員の任用における職位、職責又は職務内容等の要件を定めている。

ロ イに掲げる職位、職責又は職務内容等に応じた賃金体系を定めている。

リアパス要件 二 次のイからハまでのすべての基準を満たす。

ハ イ、口について、就業規則等の明確な根拠規定を書面で整備し、全ての福祉・介護職員に周知している。

加算 I・ Ⅱの場合は必ず「該当」日 該当  □ 非該当

イ
福祉・介護職員の職務内容等を踏まえ、福祉・介護職員と意見交換しながら、資質向上の目標及び①、②に関する具体的な計
画を策定し、研修の実施又は研修の機会を確保している。

資質向上のための計画に沿つて、研修機会の提供又は技術指導等を実施するととも
に、福祉・介護職員の能力評価を行う。 ※当該取組の内容について下記に記載すること

□ ①

イの実現のための具体的な
取組内容
(該当する項目にチェック(7)
した上で、具体的な内容を記
載 )

日 ②
資格取得、通信教育講座、自己啓発研修のための受講費用の一部及び交通費、宿泊費の助成

キヤリアパス要件 Ⅱ 次のイと口両方の基準を満たす。

ロ イについて、全ての福祉・介護職員に周知している。

加算 Iの場合は必ず「該当」 日 該当  回 非該当

イ
福祉・介護職員について、経験若しくは資格等に応じて昇給する仕組み又は一定
みを設けている。

期に昇給を判定する仕組

図 ①
経験に応じて昇給する仕組み
※「勤続年数」や「経験年数」などに応じて昇給する仕組みを指す。

回 ②

資格等に応じて昇給する仕組み
※「介護福祉士Jや「実務者研修修了者」などの取得に応じて昇給する仕組みを指す。ただし、介
護福祉士資格を有して就業する者についても昇給が図られる仕組みであることを要する。

具体的な仕組みの内容(該当
するもの全てにチェック(ア )す

ること。)

日 ③

一定の基準に基づき定期に昇給を判定する仕組み
※「実技試験」や「人事評価」などの結果に基づき昇給する仕組みを指す。ただし、客観的な評価
基準や昇給条件が明文化されていることを要する。

キヤリアパス要件Ⅲ 次のイと口両方の基準を満たす。

ロ イについて、金ての福祉・介護職員に周知している。



4職場環境等要件についてく共通>
※前年度に提出した計画書の記載内容から変更がない場合は「変更なし」にチェック(ア )[コ 変更なし

【処遇改善加算】
平成20年 10月 から現在までに実施した事項について、全体で必ず1つ 以上にチェック(ア )すること。(ただし、記載するに当たっては、選択したキャリア
パスに関する要件で求められている事項と重複する事項を記載しないこと。)

【特定加算】
平成20年 10月 から現在までに実施した事項について、必ず全【にチェック(ア )すること。複数の取組を行い、「資質の向上」、「労働環境・処遇の改
善」及び「その他」について、それぞれ 1つ以上の取畑を行うこと。 ※処遇改善加算と特定加算とで、別の取組を行うことは要しない。

5見える化要件について<特定加算>
※前年度に提出した計画書の記載内容から変更がない場合は「変更なし」にチェック(7)区コ変更なし

実施してし こついて チ エ ア こと

6届出に係る根拠資料について<共通>
以下の点を確認し、全ての項目にチェックして下さい。

確認項目 証明する資料の例

日 加算相当額を適切に配分ずるための賃金改善ルールを定めました。 就業規則、給与規程

日 処遇改善加算として給付される額は、職員の賃金改善のために全額支出します。 給与明細

日 加算対象となる職員の勤務体制及び資格要件を確認しました。 勤務体制表、介護福祉士登録副

日 キヤリアパス要件 Ⅱの資質向上の目標及び具体的な計画を定めました。 資質向上のための計画

労働基準法、労働災害補償保険法、最低賃金法、労働安全衛生法、雇用保険法その

他の労働に関する法令に違反し、罰金以上の刑に処せられていません。

日 労働保険料の納付が適正に行われています。
労働保険関係成立届、確定保
険料申告書

日 本計画書の内容を雇用する全ての職員に対して周知しました。 会議録、周知文書

※ 各証明資料は、指定権者からの求めがあった場合には、速やかに提出すること。

※ 本表への虚偽記載の他、福祉・介護職員処遇改善加算及び福祉・介護職員等特定処遇改善加算並びに福祉・介護職員処遇改善特別加算
の請求に関して不正があった場合は、介護給付費等の返還や事業所の指定取消となる場合がある。

分類 内容

資質の向上

日犠馨ど甜駆銑諦艦 邑縫義軽鏑讐Ψ冒即艶島訳紹譴活翻 毒蒲瑞
修の受講支援(研修受講時の他の福祉・介護職員の負担を軽減するための代替職員確保を含む)

□ 研修の受講やキャリア段位制度と人事考課との連動

□ 小規模事業者の共同による採用・人事ローテーション・研修のための制度構築

ロ キヤリアパス要件に該当する事項(キヤリアパス要件を満たしていない障害福祉サービス事業者に限る)

□ その他

労働環境・

処遇の改善

コ 新人福祉・介護職員の早期離職防止のためのエルダー・メンター(新人指導担当者)制度等の導入

コ 雇用管理改善のため管理者の労働・安全衛生法規、休暇・休職制度に係る研修受講等による雇用管理改善対策の充実

コ ICT活用(支援内容や申し送り事項の共有 (事業所内に加えタブレット端末を活用し訪問先でアクセスを可能にすること等を含む)による
福祉・介護職員の事務負担軽減、個々の利用者へのサービス履歴・訪問介議員の出勤情報管理によるサービス提供責任者のシフト管
理に係る事務負担軽減、利用者情報蓄積による利用者個々の特性に応じたサービス提供等)による業務省力化

」 福祉・介護職員の腰痛対策を含む負担軽減のための介護ロボットやリフト等の介護機器等の導入

」 子育てとの両立を目指す者のための育児休業制度等の充実、事業所内保育施設の整備

コ ミーティング等による職場内コミュニケーションの円滑化による個々の福祉・介護職員の気づきを踏まえた勤務環境や支援内容の改善

」 事故・トラブルヘの対応マニュアル等の作成による責任の所在の明確化

□ 健康診断・こころの健康等の健康管理面の強化、職員休憩室・分煙スペース等の整備

」 その他 :

その他

「
可障害福祉サービス等情報公表制度の活用による経営・人材育成理念の見える化

□
馬奮喬暑天野 庁

業からの転職者、主婦層、中高年齢者等)1こ特化した人事制度の確立(勤務シフトの配慮、短時間正規職員

□ 障害を有する者でも働きやすい職場環境構築や勤務シフト配慮

凹 非正規職員から正規職員への転換

回 地域の児童・生徒や住民との交流による地域包括ケアの一員としてのモチベーション向上

IJ職員の増員による業務負担の軽減

□ その他

「障害福祉サービス等情報公表検索サイト」への掲載   /□ 掲載予定

/匝]自 社のホームページに掲載 掲載予定

ホームページ
ヘの掲載

回 事業所・施設の建物で、外部から見える場所への掲示   /回 掲載予定その他の方法
による掲示等 □ その他( )/ □ 予定

計画書の記載内容に虚偽がないことを証明するとともに、記載内容を証明する資料を適切に保管 |

ことを誓約します。

令和  2年  十 月  十 日  法人名 社会福祉法人 向陽会
代表者 職名  理事長  氏名    本重 博史

口




